
回答

1 基本仕様 1 共通 1 システム利用者（以下「ユーザー」という）の権限管理、ログイン管理、操作制限、表示制限、操作ロ

グの管理ができること

1 1 2 ユーザー単位でシステム利用条件(使用する機能、データの更新権限など)を設定できること

1 1 3 各種一覧系画面はEXCELファイルで出力できること

1 1 4 ユーザーにて帳票が簡単に作成できること

1 1 5 印刷時はプレビューできること

1 1 6 自動判定処理や報告書を出力後、ロックができること。

ロックは管理者により解除できること

1 1 7 検索結果をEXCEL形式で出力できること

1 1 8 一部の検索条件のパターンはマスタ登録できること

1 1 9 予約、受付、請求において、誤って削除したデータを復旧できること

(請求については、一部復旧不可)

1 2 データ移行 1 現行システムからのデータ移行については、職員に負担をかけることなく予約データ、受付結果データ、請

求データ、マスタデータ、帳票類を含め、移行できること。データ移行に要する全ての費用を本調達に含

めること

1 3 予約業務 1 空き情報を視覚的に確認できるように、カレンダーをイメージにした画面デザインであること

1 3 2 予約状況はカレンダー表記で、４ヶ月・２ヶ月・１週間と切り替えできること。

また、詳細としてコース種別枠・検査種別枠の単位で表示できること

1 3 3 カレンダー上の予約人数は、男女別人数表示、総人数表示の変更ができること

1 3 4 選択した日の予約者一覧が表示されること

1 3 5 日毎のコメント情報を参照・登録が行えること

1 3 6 受診者の希望する条件で空き日を検索できること

1 3 7 個人を特定せず、団体専用の予約枠を登録できること

1 3 8 キャンセル待ちの登録/検索ができること

1 3 9 キャンセルが出た場合に、希望日に該当する予約者を検索ができること

1 3 10 キャンセル待ちに予約の空きができた際に、予約担当者に通知されること

1 3 11 日々の受診可能人数を以下の条件にて設定できること。またそれらは一括でも設定できること

・時間帯

・予約管理種別

・検査種別

1 3 12 団体ごとに条件を指定し、空き日を検索後、枠取りができること

1 3 13 個人単位で予約登録できること

1 3 14 予約登録時に契約コードを登録する事で、選択可能なコースを制限できること。また、その契約内容に

一致したコースを自動展開できること

1 3 15 個人/団体の予約時に契約のコメント情報の参照ができること

1 4 受付業務 1 予約情報をもとに受付登録ができること

1 4 2 予約変更の際、変更前後での差額を同一画面上で確認できること

1 4 3 受診するコースは、共通コースまたは団体固有コースが登録できること

1 4 4 同一日に同一受診者が２つ以上のコースを登録できること

1 4 5 特定健診受診券の情報が登録ができること

1 4 6 過去の受診歴を複製して新規に受付登録できること

1 4 7 生年月日は和暦/西暦で入力できること

1 4 8 個人の過去の受診歴が一覧で参照できること

1 4 9 受付登録時の受診番号を自動もしくは任意で付番できること

1 4 10 受付時に検査項目の追加や削除を登録できること

1 4 11 各検査項目単位で検査実施日を設定、変更が行なえること

1 4 12 個人の受付登録画面上で、計算された請求情報を修正できること

中項目 小項目大項目
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回答中項目 小項目大項目

1 4 13 同一画面より個人請求分請求書を印刷できること

1 4 14 個人負担額を変更した際に、元の金額との差額を表示することができること

1 4 15 個人負担額と団体負担額の請求金額の総計を表示できること

1 5 結果入力業務 1 受診者毎に各検査結果を入力できること

1 5 2 前回の結果値を今回の結果値として引用できること

1 5 3 ユーザー毎に使用可能な入力・参照画面を設定でき、タブ表示できること。

そのタブを選択することで入力・参照画面の切り替えができること

1 5 4 過去の結果(最大8回分)を参照しながら、今回の検査結果を入力できること

1 5 5 標準体重、BMI、eGFR、血圧平均値等は自動計算できること

1 5 6 判定基準値にもとづき結果値のランクが生成されること

1 5 7 判定ランクに応じて文字色を設定できること

1 5 8 所見はマスタから選択またはフリー入力できること

1 5 9 入力画面内の項目の組み合わせ・並び順はマスタで設定できること

1 5 10 表示させる検査項目は、全項目/オーダ項目のみ/結果あり/結果なしの区分で切替できること

1 5 11 入力画面には見出し/区切り線を設定できること

1 5 12 結果入力できるタイプは数字、コード、定性、フリーコメントであること。

また、予め設定された入力タイプと異なるタイプで入力すると警告が出ること

1 5 13 前回差チェックとパニック値チェックがかかること

1 5 14 数値結果の検査項目であっても、必要に応じてコメントが入力できること

1 5 15 総合所見はマスタから選択またはフリー入力できること

1 5 16 検査結果はグラフ(折れ線/レーダーチャート/プロット)表示できること

1 5 17 結果入力時に判定のシミュレーションができること

1 5 18 自動判定で生成された判定/コメントは修正できること

1 5 19 シェーマの画像を任意に追加でき、記載できること

1 5 20 個人結果入力画面上で次件/前件ボタン押下により、次/前の受診番号順の受診者の結果入力画

面に切り替えできること。また、受診者検索→複数名選択→結果入力と画面展開した場合、選択さ

れた受診者の中から同様に画面切替ができること

1 5 21 検査項目の名称を右クリックすると、その検査項目の基準値や結果データの変更履歴を参照できること

1 5 22 OCRによる問診内容等の取り込みができること

1 6 自動判定業務 1 以下の要素で自動判定のロジックが設定できること

・問診結果

・前回検査結果

・検査項目値

・性別

・年齢

1 6 2 ロジックにそって各種判定を自動で行えること

1 6 3 ロジックについては、ユーザーにてメンテナンス可能であること

1 6 4 自動判定マスタ上で、設定したロジックの動作確認ができること。

また、動作確認パターンを登録できること

1 6 5 自動判定処理において、処理されたロジックの経路・条件を確認できること

1 6 6 判定基準値を複数設定できること

(例：男女別、年齢別、団体別、コース別など)

1 6 7 判定ランクは多段階に設定できること

（例：４０～５０＝Ａ　５１～６０＝Ｂ　６１～７０＝Ｃ……）

1 6 8 基準値等を適用する期間が設定でき、時期によって基準値を調整することができること

1 6 9 自動判定マスタで設定した内容を設定仕様書として出力できること

1 6 10 自動判定後に自動判定に対するロックをかけられること。

またロックは解除できること

1 6 11 手修正した判定内容を再判定するか否かの制御ができること
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回答中項目 小項目大項目

1 6 12 判定内容をもとに、コメントの自動生成ができること

1 7 特定健診 1 特定健診に対応していること

1 8 報告業務 1 印刷指示を行う際は以下の範囲指定ができること

　・団体コード(範囲）　所属コード（範囲）

　・健診コース（範囲）

　・受診日（受診予定日）(範囲）

　・受診No.（予約No.）（範囲）

　・検査結果の範囲指定若しくは検査結果に対する判定による条件指定

　・施設コード

　・地区コード

　・時間帯コード

1 8 2 印刷順番は並び替えができること

1 8 3 帳票の出力条件は保存できること

（例：抽出範囲、並び順）

1 8 4 複数枚数にわたる報告書の場合、ページを指定して印刷できること

1 8 5 帳票ごとに出力条件を設定できること。

出力条件には受診者の属性情報、受診内容、検査結果などを指定できること

1 8 6 出力する帳票を受診者ごとにセット印刷できること

(例：受診者A向け「帳票1＋帳票2」、受診者B向け「帳票1＋帳票3」、受診者C向け「帳票1＋帳

票3＋帳票4」など）

1 8 7 予約情報若しくは受付情報をCSV形式、EXCELファイルまたは固定長テキストファイルに出力できるこ

と

1 8 8 汎用データ出力ができること

1 8 9 データの出力項目をマスタ設定できること

1 8 10 出力データは事前に並び替えができること

1 9 請求業務 1 団体ごとの請求情報を作成できること。

その際、以下の抽出条件にて対象団体を絞り込みができること

　・団体コード

　・コースコード

　・受診日

　・受診番号

　・施設コード

　・料金区分

　・抽出区分（すべて、未発行、請求済）

1 9 2 受診者の団体負担金を集計して、団体宛の請求書が作成できること

1 9 3 受診者向けの請求書を作成できること

1 9 4 請求情報は手入力にて新規作成/修正できること

1 9 5 入金情報を管理できること。

また分割入金にも対応していること

1 9 6 請求情報は検索できること

1 9 7 検索後の一覧画面上にて抽出された請求データの合計請求金額、入金額、未収額が参照できること

1 9 8 一覧画面から複数の請求先を選択して一括で請求書を発行できること

1 9 9 以下の請求関連の帳票を用意し、出力できること

1 9 10 請求一覧表(個人)

1 9 11 請求一覧表(団体)

1 9 12 請求一覧表(コース管理区分版)

1 9 13 未請求一覧表(個人)

1 9 14 請求未発行一覧表(個人)

1 9 15 請求未発行一覧表(団体)

1 9 16 未収金一覧表(個人)

1 9 17 未収金一覧表(団体)

1 9 18 入金一覧表(個人)

1 9 19 入金一覧表(団体)

23_健診システム　　　3/4



回答中項目 小項目大項目

1 9 20 請求日報

1 10 統計業務 1 項目別受診者数集計表

1 10 2 項目別受診者数集計表(年齢階層別)

1 10 3 コース別受診者数集計表

1 10 4 コース別受診者数集計表(年齢階層別)

1 10 5 検査項目別結果集計表

1 10 6 検査項目別結果集計表(年齢階層別)

1 10 7 結果集計表(有所見者率一覧表)

1 10 9 団体別コース別一覧表

1 11 他システムとの連携等 1 受診者属性は、医事会計システムとの連携により取得できること。連携する受診者属性は、個人ID、

氏名（漢字、カナ）、生年月日、性別、住所、保険情報、電話・FAXとする

1 11 2 検体検査の結果情報を電子カルテシステムから自動取得できること

1 11 3 健診システムがセットアップされていない端末でも、Webブラウザ(Edge)を利用して健診結果を入力で

きること

1 12 住民検診業務 1 高砂市の各種住民検診に対応していること

1 13 専用帳票 1 一泊ドック結果表(男女別様式)

1 13 2 日帰りドック結果表(男女別様式)

1 13 3 脳ドック結果表

1 13 4 特定健康診査受診結果通知表

1 13 5 後期高齢問診票

1 13 6 人間ドックご案内

1 13 7 人間ドック問診票

1 13 8 脳ドックご案内

1 13 9 脳ドック問診票

1 13 10 脳ドックＭＲ検査を受けられる方へ

1 13 11 予約者一覧表

1 13 12 各種住民健診受診票

1 13 13 各種住民健診結果通知書

1 13 14 各種住民健診一覧表

1 13 15 各種住民健診精密検査依頼書
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